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面接試験の構造化とその評価
～構造化のプロセスと受験者アンケートによる評価～

山梨医科大学 香川 知晶, 平野 光昭

験実施後に受験者全員を対象に行ったアンケー

ト結果について報告する。
1． はじめに

山梨医科大学医学部医学科では入学定員100名

の内10名を前期日程で募集している。前期日程

では，大学入試センター試験の成績と調査書の

内容により，募集人員の約3倍を第1段階選抜合

格者とし，その合格者に対して，小論文と面接

による個別学力検査を課し，第1段階選抜の結

果も含め総合的に判定して最終選抜を行ってい

る。最終選抜における大学入試センター試験と

個別学力検査の配点比率は11: 5であり，個別

学力検査の小論文と面接の成績はそれぞれ別個

に採点し，加算する形をとっている。

従来，個別学力検査の一部として実施されて

きた面接試験に関しては，幾つかの問題点が指

摘されてきた。たとえば，面接が試験として持

つ妥当性・信頼性について，「短時間で何がわか

るか｣といった形での疑問はしばしば耳にすると

ころであった'1。

確かに，従来の面接試験においては，大テー

マの設問事項は用意きれていたが，評価の観点

と基準は面接者の個人的な判断に委ねられる部

分が多かったため，面接者によって評価が大き

く違ってくるということも珍しくなかった。そ

のため，山梨医科大学では従来も統計的に評価

データの補正を行ってきた。しかし，評価のば

らつきは設問内容と評価基準の設定の仕方lこよ

って小さくできると考え，その方法として面接

の構造化を平成12年度から導入した。

この平成12年度の構造化の試みについては，

すでに筆者らはその概要と当該試験による入学

生へのアンケート結果を中心にして報告した210

今回は，そのアンケー 卜結果も考慮しながら引

き続いて面接試験の構造化を試みた平成13年度

について，具体的な構造化のプロセスと面接試

2．面接構造化のプロセス

平成13年度医学科前期日程で実施した面接の

構造化のプロセスについて，基本的な構造化の

考え方とその具体的手順に分けて説明する。

(1)〈櫛造化〉という考え方

平成12年度に面接の構造化の試みを始めたと

きと同様に，植村研一の提案鋤を参考にして，面

接評価に必要な3つの視点(A～C)を設定した。

それは，その提案が良き臨床医を教育するにあ

たって望まれる態度・習慣を示したものとして

妥当性をもち，卒業生の大部分が臨床医として

巣立っていく医学科の入学者選抜のモデルとす

るのにふきわしいと考えたからである。

もちろん，筆者らは，この視点の設定によっ

て医学科にとって望ましい入学者を完全に選抜

しようとか，選抜することが可能であると考え

たわけではない。

従来，「短時間で何がわかるか｣といった形で

面接に対して疑問が出されてきたのは，面接で

は受験者の人間性をトータルに判断できるとか，

判断すべきだと漠然と想定されてきたためでは

なかろうか。そもそも人間性という概念自体が

明確とはいいがたい以上，厳密に考えれば，ト

ータルな判断など不可能といわざるをえない。

しかし，筆者らは，特定の学部・学科で望ま

しいと思われる学生についてのモデルを立て，

その内容を分節化して視点を設定すれば，短時

間であっても，一定の客観的判断を下すことは

可能であると考えた。植村の提案を参考にした

のも，そうしたモデル設定の観点からであった。

そして，面接の際の評価の視点をできるだけ具

体的に提示することによって，その構造化を試
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みた。

面接評価に必要な3つの視点については，き

らに分節化し，全体で6つの評価領域（①～⑥）

を設定した（表1）。これらは，植村の提案が医

学部教育との関連でなきれているように，受験

者に対する入学後の教育の可能性の観点から設

定されたものであって，受験者の受験時点で実

際に身に付けている能力・態度を測ることを主

眼としたものではない。また，平成12年度面接

に対する反省を踏まえ，評価領域の設定にあた

っては，操作的能力といった新しい評価領域を

加えるなど，変更を加えた。

は，以下のように実施された。

面接は，小論文終了後に2グループに分けて．

行われたが，第1段階選抜合格者の中に推薦選

抜ですでに本学に合格している者が含まれてい

たため，受験者は26名であった。

受験者はX,Y両グループに無作為に二分きれ，

第1面接室(X-1. Y-l) ,第2面接室(X-2, Y-2)

の順で各々20分間，計40分間の個別面接を受け

た。面接者は各面接室に3名，1名の受験者に

対して6名，全体で12名であった。

設問は評価領域①～⑤に関連した3問とし，

評価領域⑥は面接全体を通じた総合判断とした。

評価領域①に関する設問Aは面接者が口頭で質

問し, 時間は3分。評価領域③④に関する設問

Bでは，始めに受験者に机上の事物をスケッチ

してもらい，そのスケッチを使った説明に関し

て質疑応答がなされ，時間は5分｡ 評価領域②

⑤に関する設問Cは，面接に先立って実施ぎれ

た小論文の一部として出題きれた事例をめぐっ

て，受験者の小論文での解答も参考資料としな

がら，質疑応答がなされ，時間は10分とし，全

体で2分の余裕を置いた。ちなみに，面接で利用

した事例は，米国における「不当な出生」・「不

当な命｣裁判に関するものであった。そして，こ

れらの設問に基づいて面接者の使用する「設問

シート」を作成した。

図1に示したように，「設問シート｣では，ま

ず各設問が上に述べた評価の視点とどのように ‘

関係しているのかを示した。次に，どのような

設問形式をとるのか（質疑応答なのか，説明を

聞くだけなのか，討論形式なのか等々）をスト

ラテジーとして限定し，その評価ポイントも説

明した。ストラテジーを指定したのは，設問に

多様性をもたせるとともに，各面接室で行われ

る面接に統一性を与えるためである。そして，

確認のために配点も明示した。

面接者が評価結果を記入する「評価シート」

は各設問および評価領域⑥に対応して，0点

(｢入学きせたくない｣)，10点（｢劣る｣)，20点

(｢やや劣る｣)，30点（｢普通｣)，40点（｢やや優

表1 評価視点と評価領域

評 価 視 点 評 価 領 域

A学習態度一「意」 ①自己学習・生涯学
イ

習

B知的能カー「知」 ②知繊・理解力・解

釈力 ．

③判断力・問題解決

能力

④操作的能力

⑤モラル･医の倫理

等

C医療と態度一｢情」

⑥コミュニケーショ

ン・マナー＆人間

性･態度・習慣

(2)構造化の具体的手順

基本的な評価の視点を設定した後，具体的な

試験準備の手順としては，〈素案作成→素案検討

とフィードバック→設問・評価シートの決定〉

というプロセスを考えた。す左わち，まず面接

試験出題担当者が設問・評価シートの素案を作

成し，ついでその素案を基に試験担当者（面接

者）との打ち合わせ会を開催し，設問・評価基

準への共通理解を図るとともに，改善の提案を

求め，それを受けて出題担当者が設問・評価シ

ートを最終的に決定するというプロセスである。

このプロセスを経て，平成13年度の構造化面接
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図1 設問シート
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れている｣)，50点（｢優れている｣）の6段階評

価（評点と言語表記尺度を併記）で作成された。

図2は評価シートの一部である。

こうした設問内容と評価基準の設定に関して

は，基本的に平成12年度入試の方向を受け継い

でいるが2'，すでに触れたように，評価領域の見

直しなど平成12年度入試に対する反省を踏まえ

たものとなっている。変更点については以下の

ようにまとめられる。

平成12年度では，従来の面接試験への反省か

ら，それぞれの面接者が聞きたいことを聞くと

いうやり方をできるだけ排除し，受験者があら

かじめ用意してきたであろう設問は避けるとい

う方針をとった。しかし，平成12年度の入学者

を対象にしたアンケートの結果を見ると，面接

では，十分に準備してきたであろう事柄を尋ね

ることで受験者の緊張をほぐして本音を引き出

す努力をするとともに，事前に予想したのとは

違う質問をすることによって新しい問題状況へ

の対応力をはかる必要が感じられた。

そこで平成13年度では，まず志望動機を聞く

といつ,たありふれた質問を設定することにした。

ありふれた，おそらくは受験者が十分に準備し

図2 評価シート

騨伍ｼート（1／4） 面桧室X-1&X-2

卜噸"鵬""’A(臘明の的随さ･勘Eづけ）

面接者氏名

|やや篤‘|鑓|噸
’20 30 40

120130 40

120130 40

120 30140

120130140
120130140

120 30140
1 I．

20130140

20130 40

20 30140

|20 30140

120 30140
120130140

|曼磯謡|鯨|錨
…’0 10

＊斡斡 0 110

~I o I10

…’0110

~扇嘉一’ 0 10
斡垂’ 0 10

-|0 10
－_ 一一

．細‘｜

＊…’0 110
…’0 10

1幹･*＊’ 0 10
1－|0 10

I密栓」 0 10
1…|0110

てきたはずの質問をすることで受験者の緊張を

ほぐすことになるだろうし，受験者がアピール

したいことを引き出す手立てとなると考えられ

たからである。

また，前年度のロールプレイを取り入れた設問

に代えて，スケッチによる説明を取り入れるこ
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とにした。通常の面接とは違う設問も可能な限

り年度ごとに変えていくことで，事前の受験技

術的な準備では対応しきれない場面を設定した

いと考えたからである。

図3 受験者アンケート用紙
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｜ ご耀ﾌｺ鈴りがとうござし､表した。誇鍾打鐸でしだ。

卜を実施した。アンケートは面接試験終了後に，

受験者が休憩するための部屋を用意し，そこに

用紙を置き，任意で協力を求める形をとったが，

受験者26名全員から受験番号の記入された用紙

を回収することができた。

アンケートのQ1では，質問に答えて,5段

階のスケール上に○印をつけてもらった。また，

Q2では面接について自由に感想を記してもら

うことにし，受験者の負担を考えて，アンケー

ト全体をA5の用紙1枚に収めた（図3)。

Q1に関する回答の合格者，不合格者別の5

段階評価の平均値は平均点は図4の通りである。

ここから統計的に意味のある結論を引き出すこ

とは難しい。あえて若干の相違が見られる質問

項目から合格者，不合格者の違いをいうとすれ

受験者へのアンケートの実施3．

平成12年度の入試では，構造化面接の成果を

確かめるために入学者を対象としたアンケート

を実施したことはすでに述べた通りである。そ

の自由記述を中心としたアンケートは対象人数

も少なく，統計的な結論を出すにはあまりにも

ささやかなものでしかなかった。しかし，たと

えば大学の教育は入学後に始まるのではなく’

すでに入学試験の時点で始まっていることが印

象づけられるなど，自由記述の内容には，試験

実施者の側では性々にして見逃されがちな指摘

が多く，面接試験を実施していくうえで有益で

あった2)。そこで，平成13年度は，対象を入学者

だけではなく，受験者全員に拡大してアンケー
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れない。しかし，全体的には合格者，不合格者

で大きな違いの見られる質問項目はなく，面接

は試験として適切であったと考えられる。

ば，設問Bは合格者の方が興味をもって答えて

おり（質問項目11)，合格者の方が面接に手ごた

えを感じていた（質問項目17）といえるかもし

図4 アンケートQ1集計
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向が指摘できるだろうが，また逆に，正解を求

めるタイプの問題とは異なる設問を用意できる

面接の独自性が示されたと見ることもできる。

そうした面接の独自性を生かしながら，受験者

に設問の意図を十分に理解してもらう方策を工

夫することがさらに必要であると考えられる。

最後に，面接への注文としては，ほとんどす

べての者が試験実施までの待ち時間が大きなス

トレスになったという感想を述べ，受験者によ

って待ち時間が違う点が不公平になるのではな

いかという意見も多かったことがあげられる。

平成13年度の場合は，面接試験は12時から開始

され，最後の受験者の終了時刻は16時50分であ

ったが，公平感の観点から工夫すべき課題が指

摘されたといえる。

また,Q2の自由記述については,26名中25

名から回答を得ることができたが，平成12年度

と同様，全体的には，面接が受験者にとって貴

重な経験として受け取られていることが感じら

れた。その内容を見ると，これもまた前年度同

様に，①試験場の雰囲気，②設問の印象，③終

了後の感想・面接への注文の大きく3つに大別

できた。

そのうち，試験場の雰囲気については緊張し

たという感想とリラックスできたという感想が

同数あった。平成12年度では面接者が使用する

ストップウオッチの操作が気になったという感

想が目立ったが，その点は平成13年度では改善

され，受験者の面接そのものへの注意がそがれ

ることはなかったようである。

設問に関しては，スケッチ（設問B)に戸惑

った受験者が多かったことが窺われた。その感

想を見ると，戸惑いの多くがスケッチの巧拙を

見ているわけではないことを十分に理解してい

なかったことに由来することがわかる。また，

小論文を利用した設問Cに関しては，様々な見

解がありうる問題を議論することへの困惑を述

べた感想が目立った。ここには，唯一正しい答

えを出すことだけに慣れている受験者一般の傾

4． まとめ

面接の構造化について，山梨医科大学での試

みをできるだけ具体的に紹介し，試験実施後の

受験者アンケートの結果を報告した。

構造化にあたって試みたことをまとめると，次

のようになる。

①面接評価の視点の明示

医学科に求められる人材に必要な能力・習慣
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についてのモデルを立て，それに基づいて評価

の視点を分節化した。これによって評価の観点

を明らかにし，面接者が何を評価するか共通の

理解をもてるようにした。

②評価視点による設問の設定

設問を評価視点にあわせて限定し，設問の仕

方（ストラテジー）も統一した。これによって

面接に試験としての統一性を与えるとともに，

面接の仕方にアク･セントをつけることができた。

この面接の構造化は規模も小さく，あくまで

もささやかな試みである。その評価の一環とし

て実施したアンケートにしても，内容・結果と

もに，十分な客観性を備えているものではない。

ただ，この試みによって，今後の面接試験をよ

り望ましいものにするために考慮すべき点もし

だいに明確になりつつあるように思われる。最

後に，そのうち二点をあげておきたい。

①多様な設問の開発

構造化のポイントは評価視点をどのように分

節化するかという点にかかっているが，試験と

して考えた場合，分節化した評価の視点に対応

した設問をどれだけ用意できるかという点もき

わめて重要である。質疑応答のあるものとない

もの，小論文やロールプレイやスケッチの利用

といったストラテジーの開発とともに，設問自

体にも多様性が保持できるような工夫が必要で

ある。そのためには，単に一大学一学部の努力

だけではなく，面接試験を実施してきた多くの

大学の経験を生かすシステムの構築も考えるべ

きであろう。

②面接者の技能の開発

受験者のアンケートを見ると，面接が貴重な

経験として大学教育の出発点ともなっていると

いう受験者への教育効果のあることがわかるが，

同時に，受験者の側も面接者をある意味で評価

していることも窺われる。特に後者の点からす

ると，現行の面接を担当している面接者は十分

な面接技能を備えている者ばかりとはいいがた

い。各面接者が適切な多様性を保持しながら客

観的な選抜を行い，この教育の機会を生かすに

は，その面接技能の開発も含め，面接者の組織

的な訓練を考えるべき時に来ているように思わ

れる!)。

戸

＜参考文献＞

1）平野光昭（2001）入試改革・誤解との闘い

－山梨大学・山梨医科大学40年。山梨医科

大学紀要，18：107-118.

2）渋谷昌三，香川知晶，平野光昭（2001）

面接の構造化に向けて一面接者の評価スタ

イル及び受験者（入学生）の面接評価。大

学入試研究ジャーナル，11：133-138.

3）植村研一（1993）クリニカル・クラークシ

ツプ。現代のエスプリ, 313 : 145-151.

50



図1

Ⅸ面接室】 第1室＆第2室 ー巴

図
＝ ■ ＝ 一 一 口 ＝ 酉 _ ず 凸 と

一 ■一 一一 ー＝ ー 一 一二_令P ■

i鬮闘
回国園’

評価ポイントストラテジー設問

50～0点
－＝＝ 弓

'1．これまでに，特に興味を持って，調べたり，

｜蕗撒二糎将その内容と螺
'2 志望動機を説明してください。

まとめたり，作

そこから得たも
i

self-disclosUre

説明の的確さと流暢さ

訓幾づけと意欲

質疑応答

●
ｐ

Ａ
１

２

3分 Ｐ
■
。

鰯むている
や…もている

罰
⑩
鋤
麺

岳

1

1

蕊る

10劣る
0入学させたくない

<主鋤拘評価十醗的評価）

０
１
Ｆ
■
■
唾

！

一幟》一

一一呵力
砺
力
蝋

躍 風
熟
弾
癖
ｓ
蕪
膨
会
院
小
ｓ
蛸
ヨ
ー
燕
隣
宍
ｓ
叫
口
赤
×
作
椰
認
雌
剥
ぐ
寺
Ｉ
テ
汽
峠
が
瑠
宮
Ｉ

机の上にあるものをよく観察して，スケッチしてください。
時間は3分間です。
【鰯察場所を指示する】

＝ｰゴーーーーー牛一一一＝■一 ■一一一一一一 一■■＝ 告壷一一一 屯一一一一一1■ 凸一一一画 ＝ー申一■■ ■ー‐●ニー ローーー一一単一 ●＝ゴー争一毎 一一一一■■一一ー●■ロー“一一一一

自分力輔いたスケッチを利用しながら，観察した事柄について説
明してください。

､1“～0点

■
ｐ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ト
ー
ト

＝二二＝＝二二二二

3分

一
⑤
⑥

一三二二

説明を聞くだけ

行動観察

B : presentation

l．′分析力
2．操作的能力

3．説得力

I

巳

1”優れてい’

釦やや澱じて

“普通
40やや劣る

”劣る

ている

鰯rている■
■
利
呈
Ｔ
Ｌ
ｑ
心
陽

Ｇ
●
凸

Ｈ
Ⅱ
Ⅷ
‐

ｖ
ｇ

８

切
肖

I

一 一 一 一 一 一 一

2分

(注〕構造化：①自己学習｡：

‐
‐
則
Ｉ
器
、
冠
■

I (客観的評価）
3

0入学させた
－

<ない
－

1一一 一

小論文の問sについて，どのような事を書きましたか。
その内容について．簡単に説明してください。
【ﾉ1輪文の記述を参考に，自由に質問してください】

ー

50～0点討論形式

厳しい質問

多少のストレス

C1 :c,酬醜』nication

l・理解・知識

2.‐応答の能力

（客観的評価）

c2 :Imral

1．人格

2．モラル

（客観的詔面）

10分C1１
０
１
１
１
１
０
ｍ
Ⅱ
肌
恥
Ｒ
７
Ｊ
ｊ

ｌ
ｌ
Ｎ
引
例
脚
，
１
９

９
１
４
４
１
‐
１
骨
Ｉ
ｊ
ｊ
Ｄ
ｈ

６
１

■
■
■
■
茜
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
吾
昌
■
■

一 一 ー 韓 一 凸 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ＝

50～0点③C2
日
Ⅱ
即
●
■
‐
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｌ
ｌ
■
■
■
ｇ
＆
■
■
■
■
■
回
ご
■
■
星

ｑ
８
１
１
１
１
勺
ｈ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
■
１
１
１
１
０
Ⅱ
ｑ
１
ｑ
１
４

４
８
■
■
一
》
■
■
ａ
。
■
‐
１
８
６
皿
ｒ
刀
叶
■
■
ｇ
・
”
■
■
■
■
■
呵
■
ｂ
■
即
Ⅲ

川
川
川
川
叩
１
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
叩
１
１
１

１
１
１
’
’
１
『
４
「
ｌ
ｑ
０
１
１
ｄ
０
１
１
Ｉ
卯
Ｉ
出
Ｊ
ｌ
ｌ
１
Ｊ
０
１
１
Ｉ
Ｍ
，
い
Ⅱ
叩
即
．
‐
‐
Ｊ

一 一 藍与 画 戸 一 一

50～0点
二 一一 ＝鐸 ＝f _一一 一

総合評価 D :h'凹園nity

l 摘件
2分p

１
．
Ｍ
即
Ｉ
Ⅲ
１
４
１
１
，
一
・
ヶ
■
■
ｒ
■
西
１
１
Ｊ
．

(主観的評価）
II

一一三一 一 マ ー 智－－ー超 二戸 匙一マ ー 、 一 昭一ら』＝■－ － 一 一一一－一一
一 曲

生涯学習／②コミュニケーション・マナーー&人間性｡態度｡習慎/③モラル･医の倫雷/唖I職･理解力・解釈力/謬り断力･問癖決ﾌ“作白捕訪



大学入試研究ジャーナル第12号

図2

I

一一一一 一 一 勺一一 一 一

面接室X-,&X-2 1

角
１
１ 評価シート（1／4）

■
９
３

■
Ⅱ

ｒ
Ｐ
ｒ

一 再 一一 一 一 一画 一 ニ ー

I IA(説明の的確さ。動機づけ）

邑
田
幽
巳
■
昼
■
■
■
唾
宣
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
乃
矛
軍
Ｂ
ひ
■
■
■
■
●
■
■
８
■
■
■
口
■
厚
凸
凹
Ｅ
Ｆ
ｐ
■
已
晶
■
岳

柾
Ⅳ
４
叩
■
■
段

浬
１
１
１
‐

‐
・
Ｉ
宜
心
い
■
■
■
凸
■
１
．
１
．

ｌ
‐

'一 一－－－デ弓 ‘冒彦

面接者氏名

０
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
石
で
巳
五
■
■
■
ｌ
‐
‐
Ｉ
■
日
己
汀
０
ｈ
Ｍ
門
Ⅱ
Ⅱ
間
Ⅱ
Ｍ
ｍ
Ｎ
ｈ
Ⅲ
Ｍ
四
脚
１
０
，
‐
０
，
Ｉ
ｒ
４
Ｐ
ト
ー
Ｉ
Ｉ
ｌ
５
ｂ
ｌ
ｒ
，
Ｉ
ｌ
Ｉ
－
ｌ
ｌ
ｌ
Ｆ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
０
ｌ
Ｉ
０
Ⅲ
叩
五
■
■
■
Ｐ
ｓ
Ｐ
■
■
■
了
■
■
■
口
■
ご
巳
１
１
１
４
‐
ｌ
ｑ
ｒ
■
■
■
■
Ｉ
卜
ト
ー

入学させ

たくない
やや優れ

ている
優れて

いる
受験番号 劣る やや劣る 普通

０
－
－
０
匹
０
｜
・
－
０
二
０
垂
０
三
０

扣
一
加
一
旧
一
個
一
扣
一
扣
一
柏

加
一
鋤
一
別
一
加
一
知
一
面
一
加

＊＊＊＊＊
一

＊＊*＊＊

＊＊＊＊＊
－

＊＊＊＊＊
－

＊＊＊＊＊
－

＊＊＊＊＊
一

＊＊＊＊＊

霧蕊
＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊
■■■■■■■■■■

＊＊＊＊＊
一

＊＊＊＊＊
■■■■■■■■■■■■

＊＊＊＊＊
－

＊＊＊＊＊

釦
一
鋤
一
測
一
釦
一
測
一
釦
一
鋤

㈹
一
恥
一
側
一
組
一
柵
一
一
鋤
一
㈹

釦
師
訴
訴
師
而
一
皿
一
》
繊
別
所
一
別
師
師
可

曲も
、巴｡全

f,駕塘･洗亀

０
－
－
０
画
０

梱
一
扣
一
扣
一
柏
一
扣
一
伽

加
一
沁
一
加
一
加
一
釦
一
伽

鋤
一
測
一
鋤
一
鋤
一
鋤
一
犯

㈹
一
㈹
一
約
一
㈹
一
如
一
㈹

一
Ｇ
５
Ｕ
Ｉ
用
■
■
■
四
Ｇ
Ｆ
且
Ｐ
君
■
口
召
■
Ｇ
■
、

１
１
９
州
１
ｈ
ｋ
■
■
も
ｇ
Ｌ
Ｅ
■
ご
酉
日
■

０
』
０

0

=_－一一｣=:

－52－



面接試験の構造化とその評価～構造化のプロセスと受験者アンケートによる評価～

図3
－ 一一－ 一 一三 ‐~ー~:二ﾆニニニニ ＝

面接についてのアンケート調査にご協力をお願いします。この調査は入学試験の改善のために行われる

ものです。本日の入学試験とは一切関係がありませんので，面接について思ったままの意見や感想をお願

いします。 入学者選抜研究委員会

や
や
あ
て
は
ま
ら
な
い

よ
く
あ
て
は
ま
る

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

や
や
あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

Q1.あてはまる箇所に○印をつけてください。

1． 面接会場のセッティングが適切だった。

2. 面接の流れがわかりやすかった。

3． 面接が2回あってよかった。

4． ストップウォッチの操作が気になった。

5． 廊下で待っている問，面接室内の様子が気になった。

6． 意見が言いやすい雰囲気だった。

7． わかりやすく質問してくれた。

8° 目を合わせて話すことができた。

9． 大きくて，聞きとりやすい声だった。

10．面接官の質問が厳しかった。

11．設問2（スケッチとその説明）は興味深い課題だった。

12．設問3（小論文間3についての質問）は応答に苦しんだ。

18 自分の意見を充分に言うことができた。

14．面接を受けて医学を勉強する意欲が増した。

15．面接の時間が短かった。

16．予想通りの面接だった。

17.試験の結果に手ごたえを感じた。

18．貴重な体験だった。

■■ II I

ｌ
Ｉ

１
１

凸
一
▲
Ｉ

１
１

ｌ
’

Ｉ

■
。
ＩII ’

I
D

U

I

』
Ｉ

II I

’

１

１

１１

I I I

I I

I II I’

ﾛ

I「 I

１１１

1 1
■

I

’』
凸
Ｉ

|， ｜ I

I
F 1 1

I’ 1－‐ II

一
Ｉ} 1 1I

I
■

1 ． 1I

Q2.面接について，箇条書きで，意見や感想を自由に書いてください。

①

②

③

④

⑤

割 ’
菌

ご協力ありがとうございました。お疲れ様でした。

一ｰ ＝ 一一 一一一 一

－53－



汁
椛
〆
副
覇
畿
噛
寺
１
斗
￥
毅
届
叩

図4

評点

５
５
４
５
３
５
２
５
１
５
０

４
３

２
１

０

P一戸…一恥守へ写内苧鈩~FFF故…芋…■■…■公■~品｡■｡■eFF0田…p~■銅～~Q鵠一寺……､●F■､8,一品…ヂタター■公貯夕哩.ー戸公…~公…合甲令弔辛一｡平戸一■■…･■■阜八…~会…全叱咄呼一一Q…￥8や写￥ ~ナ ーロ￥ ~■…－両恥､￥Uq”…肉手品…名や～……~ ~…~鐸串軸■ ~~

；

ー

侭■：
砂

－→説■ 山！

誹
Eエヨ

ゆ
じ
寺
剛

§L－

碍
詠
酔
態
争
施
津
咋
津
咋
津
津
陣
弄

削鬮-：U FO･§■ 世2日 Ef

■
●
ｇ
●
■
■
●
■

瞼
陣
鍬
障
胞
緯
』

■

~ Ⅱ

,｡ l
■ n

$’
ん I』
■● ﾛ!

､＆ l
qp D
b p
e U

号‘ 1
8． I，
訳‘ I
･･･ 1，

1 1ﾛ

ロ ！'
ID

：
、
｢T
Gd

4 ，

；：

矧
】

;’

1，，

副
呼
声
圏
』

削 隙１
ｍ
今
Ｉ

曹両潤圓 囹
偶
冊
開
倒
閃
詞
圏
闇
弼
園
閏
制
同
和
ロ
目
侭
包
當
韓
請
舞
詫
営
施
陣
舜
琵
鱒
詑
韓
降
牌
鱈
腫
将
豚
汁

一
‐－１

‐
」
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
１
１
‐

９
Ｑ
Ｕ
里
■
Ｄ
■
ｐ
■
甲
Ｂ
Ｆ
０
ｂ
■
ｐ
心
●
８
９
９
９
９
６
０
０
り
じ
ａ
Ｉ
Ｐ
Ｂ
ｐ
０
０
０
ｂ
Ｂ
６
Ｄ
Ｄ
卜
Ｐ
ｂ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
ｌ
Ｉ
０
ｒ
ｌ

‐
‐
‐

尼
”
認
”
捻
偉
帽
障
睡
濫
唾
韓
侭
罫
函
鱒
姫
陣
鐸
雅
障
鱒
峰
陣
陣
垰
津
睡
塵
醗
弥
届
や
頤
間
感
幽
顕
趨
園
頭
酬
馴

‐
‐
湖
ｙ
●
’
昭
均
油
沖
・
鼎
財
路
用
内
刷
困
覗
も
心
哩
、
い
い
少
收
ソ
詞
‐

１
１
１
，
Ｌ
Ｐ
且
■
■
ｐ
ｂ
Ｈ
ｒ
Ｌ
Ｆ
Ｆ
１
Ｌ

ｒ
■
Ｆ
■
和
■
■
■
■
明
《
■
■
Ｐ
■

Ｅ
Ｐ
Ｂ
ｇ
Ｉ
７
Ｕ
Ｉ
Ｂ
Ｄ
ｂ
．
，
Ｌ
ｒ
Ｐ
Ｌ
‘
Ｉ
Ｄ
み
Ｆ
Ｆ
●
Ｐ
ｂ
Ｉ
ｌ
０
９
ト
ー
‐

・も
‐
ｋ
ｌ
Ｇ
０
，
Ｏ
Ｐ
Ｏ
■
◆
□
■
０
画
■
、
凸
．
小
Ｏ
６
ｄ
Ｆ
０
６
ｐ
‐
■
１
８
，
．
Ｐ
Ｉ
Ｐ
ｒ
Ｌ

・
１
■
０
１
０
１
１
■
ｇ
■
０
１
１
０
■
！
■
１
１
■
１

‐
１
１
１
‐
１
１
‐
！
！
Ｊ
Ｉ
Ｉ
ｄ
剣
用
Ｈ
Ｊ
Ｉ
ｌ
■
Ⅱ
■
■
０
Ⅱ
釘
１
■

，
像
ｂ
舟
匹
ロ
吋
盈

’
'1

1■

.‘|’

ｑ
０
１
ｑ
１
１
４
１
ｊ
１
４
ｈ
ｊ
ｐ
ｊ
“
■
■
４
Ⅱ
■
■
■
Ｄ
ｂ
も
ｚ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｉ
１
』
已
包
ｑ
９
Ｉ
凸
１
０
０
■
■
図
日
・

ＩＰ
白
Ｇ
旧
い
い
り
恥
、
、
γ
叩
□
ず
楓
Ｅ
唖
●
基
‐
。
．
ｆ
Ｊ
鄙
Ｄ
玲
弘
Ｆ
ｏ
恥
・
Ｌ
蚤
恥
賂
■
、
。
．

Ｑ
Ｊ
ｊ
ｊ
。
伊
。
、
知
少
珀
口
も
令
、

悶
蝿
掴
圃
翻
海
図
園
函
図
帽

ヨ
ョ
．

,言T】 ■ ■■■・■■ 二・

1 2 3 4 5 6 7 8 91011121314151617_18

質問項目

図全体 ■合格者 關不合格者


